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被扶養者状況リストに記載されている「確認区分」は、
令和６年５月10日～8月13日に実施したマイナンバー情報照会に基づく判定結果です。

確認区分について

●マイナンバー情報照会以降に転居や退職などで異動があった場合、確認区分の判定が現況と相違することがあります。
大変お手数ですが、区分を訂正のうえ、訂正後の区分に応じた確認・提出を行ってください。

●退職された方が記載されている場合、被扶養者状況リスト上での処理は不要ですが、資格喪失の手続きがお済みでなければ必ず
日本年金機構へ届け出てください。  

確認区分 別居同居が認定要件ではない続柄で
被保険者と別居していると判定された方

確認区分 同居

確認区分 同居被保険者と国内で同居していると判定された方同居1

確認区分 海外在住海外在住であると判定された方海外在住4

別居2

確認区分 要同居

同居が認定要件となる続柄で
被保険者と別居していると判定された方

要同居3 実態が同居でなければ扶養解除となります。
※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「要同居」として
　判定されます。「要同居」区分の確認・提出を行ってください。

確認区分 判定不能
マイナンバーによる情報照会ができなかった方

判定不能7 例）協会でマイナンバーを保有できていない。
例）情報照会先の市区町村から回答を得ることができなかった。

収入超過6

確認区分 資格重複

確認区分 収入超過

P.4

P.4

P.4

P.5

P.5

P.7

P.6

P.6

資格重複5 例）被扶養者が就職し、健康保険組合等の被保険者としての資格を有してい
　 るが、扶養解除の手続きを行っていない。
例）新たに被扶養者となったが、以前加入していた他の健康保険等を脱退
　 していない。

健康保険の資格が重複していると判定された方
ご自身で他の健康保険等に加入している可能性があります。

年間（令和5年中）の課税収入額が
130万円（60歳以上は180万円）を超過していると判定された方

確認区分 確認・提出内容

被扶養者となれる続柄
右図　　 の続柄の方は、被保険者と
同居していることが、被扶養者認定
要件となります。

　　 の続柄の方は、別居していても
被扶養者となることができます。

同居が認定要件となる続柄

よくあるご質問
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協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

本人への確認は
どのように行えばよいですか。

被扶養者状況リストの続柄欄に
「その他」と記載されているのですが、
具体的にどのような続柄なのですか。

被扶養者の氏名や続柄等、
リストの記載内容に誤りがあるので
訂正できますか。

別居している被扶養者がいますが、
なぜ仕送りを行っていることの
確認が必要なのですか。

仕送りの確認のために、預金通帳の
写しを提出しますが、仕送りと関係の
ない箇所は見られたくありません。

昨年の被扶養者資格再確認のときに
海外特例の確認書類を提出したのです、
が、再度確認書類の提出は必要ですか。

被扶養者が
海外に在住しているのですが、
協会けんぽの被扶養者資格再確認
以外に、何か手続きは必要ですか。

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9 A9

よくあるご質問集が協会けんぽホームページよりダウンロード
いただけますのでご活用ください。

昨年の被扶養者資格再確認のときに、リ
ストに記載されていた確認区分を「別居」
から「同居」に修正したにもかかわらず、今
年もリストに記載されている確認区分が
「別居」になっているのはどうしてですか。

事業主様から被保険者の方に対して、文書または口頭によりご確認をお願いいたします。
文書により確認する場合、協会けんぽホームページに掲載している「健康保険被扶養者
資格再確認調査票」をご活用ください。

今回お届けしたリストの確認区分には、自治体へのマイナンバー情報照会により得た
結果を記載しているにすぎないため、以前に訂正いただいた確認区分が反映されて
いるものではありません。確認区分が相違している場合は、大変お手数ですが、今年
度においても訂正いただきますようお願いいたします。

被扶養者と認められるには、主として被保険者の収入によって生活が成り立っている
ことが必要です。同居の場合と異なり、別居の場合は被保険者と被扶養者の生計が
同一ではないため、被扶養者の生活が主に被保険者の収入（仕送り）によって成り立っ
ていることを確認する必要があります。仕送りをしていない、被扶養者本人の収入より
も仕送り額が少ないなどの場合は、主として被保険者の収入によって被扶養者の生活
が成り立っているとはいえないため、被扶養者として認められないことになります。

※年間の課税収入額は、給与収入額・雑所得額・事業所得額・営業等所得額・
農業所得額・特例肉用牛所得額・不動産所得額・利子所得額・配当所得額・
公的年金（老齢年金）等収入額を合算した金額です。
上記金額に、遺族年金、障害年金、失業給付、傷病手当金、出産手当金等の非課税の収
入額は含まれていませんが、それらの収入についても被扶養者の収入には含まれます。

次に該当する場合は、今回の確認とは別に日本年金機構（事務センター）へお手続きが必要です。
①海外特例に該当するため、被扶養者のままとなるが、日本年金機構へ海外特例要件
　の届出を行っていない場合
⇒健康保険被扶養者（異動）届の海外特例要件のお手続き
②海外特例に該当せず、扶養解除となる方が配偶者（国民年金第３号被保険者）である場合
⇒国民年金第３号被保険者関係届の資格喪失のお手続き
※詳しくは、日本年金機構へお問い合わせください。

「配偶者、子、孫、父、母、祖父、祖母、曾祖父、曾祖母、兄弟姉妹」以外の続柄を「その
他」と記載しています。

被扶養者の資格確認は毎年度行うこととしているため、昨年度、海外特例に該当する
ことを確認した場合であっても、改めて確認書類の提出をお願いいたします。

協会けんぽでは、氏名や続柄等を訂正することはできません。お手数ですが、氏名等の
訂正については、事業所管轄の日本年金機構（事務センター）へお手続きをお願いいた
します。

被扶養者調書兼異動届を提出した場合（扶養解除となる場合）を除き、結果通知は送
付しませんので、ご了承ください。なお、被扶養者状況リストの２枚目は事業主さまの
控えとなりますので、提出せずに保管をお願いいたします。

※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「別居」として
判定されます。「同居」に訂正し、「同居」区分の確認・提出を行ってください。

本人配偶者

子

父母
兄弟姉妹兄弟姉妹

祖父母

曾祖父母

孫

曾孫

配偶者子

孫

曾孫

配偶者

配偶者

甥姪

伯叔父母

配偶者

甥姪

義父母

祖父母

曾祖父母

配偶者

伯叔父母 配偶者

仕送りの確認書類として預金通帳の写し等を提出する場合、仕送りと関係のない箇所
についてはマスキング（黒く塗りつぶす等）してください。

被扶養者状況の変更の有無に
かかわらず毎年ご提出いただく

必要があります。
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5 記入済みの被扶養者状況リスト（協会提出用）と
各提出書類を返信用封筒に入れて郵送します。
※被扶養者状況リストの２枚目の複写は事業主さまの控えとなります。返送しないようご注意ください。

提出期限

※記載されている確認区分が現況と相違する場合は二重線で抹消して、
正しい確認区分をご記入ください。

2
確認の結果、認定要件を満たしている方は、
「変更なし」欄にチェックします。
確認区分が「判定不能」の場合で確認の結果「変更なし」欄にチェックするときは

被扶養者が「被保険者と別居している」または
「海外に在住している」場合は、追加でチェックしてください。

同居
（解除理由）

3

3

3

確認不要と
記載のある方、
リストに記載の
ない方は
確認・記入不要
です。

1 まず確認区分に
誤りがないことを確認します。

認定要件の確認と提出書類

確認区分について

P.3（右面）をご覧ください

認定要件の確認と提出書類

P.4～7（中面）をご覧ください

被扶養者一人ひとりについて、
区分に応じた認定要件を満たしているか
確認のうえ、提出書類を用意します。　　　　　

リスト確認

要件確認

「被扶養者状況リスト」をご確認いただき
下記の流れで確認・記入・提出をお願いします。

確認の流れ

3

本リーフレットとともにお送りしている主なもの

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書

事業主・加入者の皆さまへ

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

被扶養者資格の
再確認とご提出のお願い

提出期限：令和6年11月29日（金）必着

各提出書類は、変更・異動の有無にかかわらず毎年ご提出ください。

受付時間 月～金曜日
8：30～17：15 ※土・日・祝日・年末年始

 （12月29日から1月3日）は除く

被扶養者状況リスト等の
記入方法について

専用ダイヤル（令和7年2月28日まで）

お問い合わせ

協会提出用 事業主控（複写）
（解除用）

被扶養者調書兼異動届 返信用封筒

ご協力ありがとうございました

令和5年度実施により
扶養解除となった人数

約7.1万人
（令和6年3月31日時点）

変更状況に関わらず

必ず提出
（毎年提出）

被扶養者資格を
解除する場合

提出
提出
しない ※各種書類の

　添付が必要です

P.4～7

4 事業主欄に記入します。
※被扶養者状況リストが複数枚ある場合、
　２枚目以降の事業主欄は記入不要です。

令和6年９月14日時点

※チェックボックスは、確認区分が「判定不能」の方にのみ印字しています。

※画像はイメージです。

3 認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

提出

記入

記入

記入
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保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

0570-054-408

資格確認の対象となるのは令和6年９月１4日時点の被扶養者の方です。ただし、下記の①、②に該当する方を除きます。
①令和6年４月１日時点において１８歳未満の方 ②令和6年４月１日以降に被扶養者となった方
※上記①、②に該当する方についても、被扶養者状況リストに印字されていますが、再確認の必要はありません。（備考欄に「確認不要」と表示しています。）

令和6年
11月29日（金）

必着

※被扶養者異動届の決定通知書がお急ぎで必要な場合、「被扶養
者調書兼異動届」を添付せず健康保険被扶養者（異動）届を日本
年金機構へ届け出てください。
※解除となる場合は、備考欄に解除理由を以下の数字でご記入ください。
　①死亡　②離婚　③就職　④収入増加
　⑤75歳到達　⑥障害認定　⑦その他

料金受取人払郵便

銀座局承認

事業所
住　所

事業所
名　称

〒

都道
府県

1 1 9 0 1 7 3

0012

差出有効期間
2025年12月
31日まで
（切手不要）

必ず令和 6年
11月29日までに
ご提出ください。
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被扶養者状況リスト等は令和 6年 11月 29日まで
にご提出ください。

8162

●こちらの申立書は、以下のいずれかに該当する場合に記入・提出が必要です。
（昨年度ご提出いただいている場合でも、今年度においても以下のいずれかに該当する場合は、記入・提出が必要です。）

【 被 扶 養 者 現 況 申 立 書 】☞この用紙はコピーしてご使用いただけます。
0005

●該当被扶養者１名につき１枚の記入・提出が必要です。

以下は被扶養者が「海外に在住している」場合のみ記入してください

※１ 仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類は、学生の場合は添付を省略できます（下記の仕送り状況等の記載は必要）。
上記「２.被扶養者（家族）」の職業欄にその旨をご記入ください。　例）大学●年生、専門学校●年生

※２ 詳しくはリーフレットをご覧ください。

１.被保険者（本人）

２.被扶養者（家族）

３.被扶養者（家族）の現況 　

４.海外特例要件該当の理由

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

被保険者証の記号

被扶養者の収入の額（年額）

被扶養者の
居住地 国内 海外

仕送り
状況

仕送り
方法

仕送り
頻度

1回あたりの
仕送り額 約 円 続柄 収入 収入>仕送 記載不備等

協会けんぽ使用欄
適正

居住国名

送金 ・ その他（　　　 ）

１．老齢年金
２．障害年金
３．遺族年金

円 毎月　・　年　　　回

被保険者との
居住状況 同居 別居

公的年金の種類

年 齢 職　業（学生の場合は学年）被保険者との続柄生 年 月 日

日

円

月年

昭和
平成
令和

被保険者証の番号

記入必須箇所この申立書を記入・提出いただく必要があるケース
①被扶養者が被保険者と「別居」している場合
②海外に在住している場合
③確認区分が「要同居」と判定されているが、実態としては被保険者と同居している場合（裏面参照）
④確認区分が「収入超過」と判定されているが、扶養を継続する場合（裏面参照）

１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況・４.海外特例要件該当の理由
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　

申立書≠確認書類
添付なし

判定不能 その他（　　　　　　　）

いずれかを
〇で囲んで
ください

いずれかを
〇で囲んで
ください

１．留学

４．海外婚姻等

添付する証明書類が外国語で作成されている場合は、翻訳者の署名がされた日本語の翻訳文も添付してください

５．その他※3（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　

２．同行家族 3．特定活動 いずれかに〇をしてください。
※3「5. その他」の場合は理由も記入

（１） 居住している国を記載してください。

（２） 被扶養者（家族）の居住状況について記載してください。

（２）

（３） 別居の場合、仕送りの状況を記載してください。併せて、仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類 ※1（金融
機関発行の振込依頼書または振込先の通帳の写し等）を添付してください。

（１） 被扶養者（家族）の現在の収入を記載してください。また、被扶養者（家族）の収入に公的年金の収入が含まれる場合は、受給中の年金の種類を〇で囲んでください。

海外特例要件の該当理由を次の１～５から１つ選び〇で囲んでください。あわせて、海外特例要件該当が確認
できる書類※2を添付してください。

年
額

確認区分が
「別居」「要同居」「海外在住」「収入超過」で

（毎年提出）

被扶養者資格を
継続する場合

必ず提出

5
0
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被扶養者状況リストに記載されている「確認区分」は、
令和６年５月10日～8月13日に実施したマイナンバー情報照会に基づく判定結果です。

確認区分について

●マイナンバー情報照会以降に転居や退職などで異動があった場合、確認区分の判定が現況と相違することがあります。
大変お手数ですが、区分を訂正のうえ、訂正後の区分に応じた確認・提出を行ってください。

●退職された方が記載されている場合、被扶養者状況リスト上での処理は不要ですが、資格喪失の手続きがお済みでなければ必ず
日本年金機構へ届け出てください。  

確認区分 別居同居が認定要件ではない続柄で
被保険者と別居していると判定された方

確認区分 同居

確認区分 同居被保険者と国内で同居していると判定された方同居1

確認区分 海外在住海外在住であると判定された方海外在住4

別居2

確認区分 要同居

同居が認定要件となる続柄で
被保険者と別居していると判定された方

要同居3 実態が同居でなければ扶養解除となります。
※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「要同居」として
　判定されます。「要同居」区分の確認・提出を行ってください。

確認区分 判定不能
マイナンバーによる情報照会ができなかった方

判定不能7 例）協会でマイナンバーを保有できていない。
例）情報照会先の市区町村から回答を得ることができなかった。

収入超過6

確認区分 資格重複

確認区分 収入超過

P.4

P.4

P.4

P.5

P.5

P.7

P.6

P.6

資格重複5 例）被扶養者が就職し、健康保険組合等の被保険者としての資格を有してい
　 るが、扶養解除の手続きを行っていない。
例）新たに被扶養者となったが、以前加入していた他の健康保険等を脱退
　 していない。

健康保険の資格が重複していると判定された方
ご自身で他の健康保険等に加入している可能性があります。

年間（令和5年中）の課税収入額が
130万円（60歳以上は180万円）を超過していると判定された方

確認区分 確認・提出内容

被扶養者となれる続柄
右図　　 の続柄の方は、被保険者と
同居していることが、被扶養者認定
要件となります。

　　 の続柄の方は、別居していても
被扶養者となることができます。

同居が認定要件となる続柄

よくあるご質問

8

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

本人への確認は
どのように行えばよいですか。

被扶養者状況リストの続柄欄に
「その他」と記載されているのですが、
具体的にどのような続柄なのですか。

被扶養者の氏名や続柄等、
リストの記載内容に誤りがあるので
訂正できますか。

別居している被扶養者がいますが、
なぜ仕送りを行っていることの
確認が必要なのですか。

仕送りの確認のために、預金通帳の
写しを提出しますが、仕送りと関係の
ない箇所は見られたくありません。

昨年の被扶養者資格再確認のときに
海外特例の確認書類を提出したのです、
が、再度確認書類の提出は必要ですか。

被扶養者が
海外に在住しているのですが、
協会けんぽの被扶養者資格再確認
以外に、何か手続きは必要ですか。

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9 A9

よくあるご質問集が協会けんぽホームページよりダウンロード
いただけますのでご活用ください。

昨年の被扶養者資格再確認のときに、リ
ストに記載されていた確認区分を「別居」
から「同居」に修正したにもかかわらず、今
年もリストに記載されている確認区分が
「別居」になっているのはどうしてですか。

事業主様から被保険者の方に対して、文書または口頭によりご確認をお願いいたします。
文書により確認する場合、協会けんぽホームページに掲載している「健康保険被扶養者
資格再確認調査票」をご活用ください。

今回お届けしたリストの確認区分には、自治体へのマイナンバー情報照会により得た
結果を記載しているにすぎないため、以前に訂正いただいた確認区分が反映されて
いるものではありません。確認区分が相違している場合は、大変お手数ですが、今年
度においても訂正いただきますようお願いいたします。

被扶養者と認められるには、主として被保険者の収入によって生活が成り立っている
ことが必要です。同居の場合と異なり、別居の場合は被保険者と被扶養者の生計が
同一ではないため、被扶養者の生活が主に被保険者の収入（仕送り）によって成り立っ
ていることを確認する必要があります。仕送りをしていない、被扶養者本人の収入より
も仕送り額が少ないなどの場合は、主として被保険者の収入によって被扶養者の生活
が成り立っているとはいえないため、被扶養者として認められないことになります。

※年間の課税収入額は、給与収入額・雑所得額・事業所得額・営業等所得額・
農業所得額・特例肉用牛所得額・不動産所得額・利子所得額・配当所得額・
公的年金（老齢年金）等収入額を合算した金額です。
上記金額に、遺族年金、障害年金、失業給付、傷病手当金、出産手当金等の非課税の収
入額は含まれていませんが、それらの収入についても被扶養者の収入には含まれます。

次に該当する場合は、今回の確認とは別に日本年金機構（事務センター）へお手続きが必要です。
①海外特例に該当するため、被扶養者のままとなるが、日本年金機構へ海外特例要件
　の届出を行っていない場合
⇒健康保険被扶養者（異動）届の海外特例要件のお手続き

②海外特例に該当せず、扶養解除となる方が配偶者（国民年金第３号被保険者）である場合
⇒国民年金第３号被保険者関係届の資格喪失のお手続き
※詳しくは、日本年金機構へお問い合わせください。

「配偶者、子、孫、父、母、祖父、祖母、曾祖父、曾祖母、兄弟姉妹」以外の続柄を「その
他」と記載しています。

被扶養者の資格確認は毎年度行うこととしているため、昨年度、海外特例に該当する
ことを確認した場合であっても、改めて確認書類の提出をお願いいたします。

協会けんぽでは、氏名や続柄等を訂正することはできません。お手数ですが、氏名等の
訂正については、事業所管轄の日本年金機構（事務センター）へお手続きをお願いいた
します。

被扶養者調書兼異動届を提出した場合（扶養解除となる場合）を除き、結果通知は送
付しませんので、ご了承ください。なお、被扶養者状況リストの２枚目は事業主さまの
控えとなりますので、提出せずに保管をお願いいたします。

※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「別居」として
判定されます。「同居」に訂正し、「同居」区分の確認・提出を行ってください。

本人配偶者

子

父母
兄弟姉妹兄弟姉妹

祖父母

曾祖父母

孫

曾孫

配偶者子

孫

曾孫

配偶者

配偶者

甥姪

伯叔父母

配偶者

甥姪

義父母

祖父母

曾祖父母

配偶者

伯叔父母 配偶者

仕送りの確認書類として預金通帳の写し等を提出する場合、仕送りと関係のない箇所
についてはマスキング（黒く塗りつぶす等）してください。

被扶養者状況の変更の有無に
かかわらず毎年ご提出いただく

必要があります。

2

5 記入済みの被扶養者状況リスト（協会提出用）と
各提出書類を返信用封筒に入れて郵送します。
※被扶養者状況リストの２枚目の複写は事業主さまの控えとなります。返送しないようご注意ください。

提出期限

※記載されている確認区分が現況と相違する場合は二重線で抹消して、
正しい確認区分をご記入ください。

2
確認の結果、認定要件を満たしている方は、
「変更なし」欄にチェックします。
確認区分が「判定不能」の場合で確認の結果「変更なし」欄にチェックするときは

被扶養者が「被保険者と別居している」または
「海外に在住している」場合は、追加でチェックしてください。

同居
（解除理由）

3

3

3

確認不要と
記載のある方、
リストに記載の
ない方は
確認・記入不要
です。

1 まず確認区分に
誤りがないことを確認します。

認定要件の確認と提出書類

確認区分について

P.3（右面）をご覧ください

認定要件の確認と提出書類

P.4～7（中面）をご覧ください

被扶養者一人ひとりについて、
区分に応じた認定要件を満たしているか
確認のうえ、提出書類を用意します。　　　　　

リスト確認

要件確認

「被扶養者状況リスト」をご確認いただき
下記の流れで確認・記入・提出をお願いします。

確認の流れ

3

本リーフレットとともにお送りしている主なもの

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書

事業主・加入者の皆さまへ

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

被扶養者資格の
再確認とご提出のお願い

提出期限：令和6年11月29日（金）必着

各提出書類は、変更・異動の有無にかかわらず毎年ご提出ください。

受付時間 月～金曜日
8：30～17：15 ※土・日・祝日・年末年始

 （12月29日から1月3日）は除く

被扶養者状況リスト等の
記入方法について

専用ダイヤル（令和7年2月28日まで）

お問い合わせ

協会提出用 事業主控（複写）
（解除用）

被扶養者調書兼異動届 返信用封筒

ご協力ありがとうございました

令和5年度実施により
扶養解除となった人数

約7.1万人
（令和6年3月31日時点）

変更状況に関わらず

必ず提出
（毎年提出）

被扶養者資格を
解除する場合

提出
提出
しない ※各種書類の

　添付が必要です

P.4～7

4 事業主欄に記入します。
※被扶養者状況リストが複数枚ある場合、
　２枚目以降の事業主欄は記入不要です。

令和6年９月14日時点

※チェックボックスは、確認区分が「判定不能」の方にのみ印字しています。

※画像はイメージです。

3 認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

提出

記入

記入

記入

0011

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

0570-054-408

資格確認の対象となるのは令和6年９月１4日時点の被扶養者の方です。ただし、下記の①、②に該当する方を除きます。
①令和6年４月１日時点において１８歳未満の方 ②令和6年４月１日以降に被扶養者となった方
※上記①、②に該当する方についても、被扶養者状況リストに印字されていますが、再確認の必要はありません。（備考欄に「確認不要」と表示しています。）

令和6年
11月29日（金）

必着

※被扶養者異動届の決定通知書がお急ぎで必要な場合、「被扶養
者調書兼異動届」を添付せず健康保険被扶養者（異動）届を日本
年金機構へ届け出てください。
※解除となる場合は、備考欄に解除理由を以下の数字でご記入ください。
　①死亡　②離婚　③就職　④収入増加
　⑤75歳到達　⑥障害認定　⑦その他

料金受取人払郵便

銀座局承認

事業所
住　所

事業所
名　称

〒

都道
府県

1 1 9 0 1 7 3

0012

差出有効期間
2025年12月
31日まで
（切手不要）

必ず令和 6年
11月29日までに
ご提出ください。
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被扶養者状況リスト等は令和 6年 11月 29日まで
にご提出ください。

8162

●こちらの申立書は、以下のいずれかに該当する場合に記入・提出が必要です。
（昨年度ご提出いただいている場合でも、今年度においても以下のいずれかに該当する場合は、記入・提出が必要です。）

【 被 扶 養 者 現 況 申 立 書 】☞この用紙はコピーしてご使用いただけます。
0005

●該当被扶養者１名につき１枚の記入・提出が必要です。

以下は被扶養者が「海外に在住している」場合のみ記入してください

※１ 仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類は、学生の場合は添付を省略できます（下記の仕送り状況等の記載は必要）。
上記「２.被扶養者（家族）」の職業欄にその旨をご記入ください。　例）大学●年生、専門学校●年生

※２ 詳しくはリーフレットをご覧ください。

１.被保険者（本人）

２.被扶養者（家族）

３.被扶養者（家族）の現況 　

４.海外特例要件該当の理由

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

被保険者証の記号

被扶養者の収入の額（年額）

被扶養者の
居住地 国内 海外

仕送り
状況

仕送り
方法

仕送り
頻度

1回あたりの
仕送り額 約 円 続柄 収入 収入>仕送 記載不備等

協会けんぽ使用欄
適正

居住国名

送金 ・ その他（　　　 ）

１．老齢年金
２．障害年金
３．遺族年金

円 毎月　・　年　　　回

被保険者との
居住状況 同居 別居

公的年金の種類

年 齢 職　業（学生の場合は学年）被保険者との続柄生 年 月 日

日

円

月年

昭和
平成
令和

被保険者証の番号

記入必須箇所この申立書を記入・提出いただく必要があるケース
①被扶養者が被保険者と「別居」している場合
②海外に在住している場合
③確認区分が「要同居」と判定されているが、実態としては被保険者と同居している場合（裏面参照）
④確認区分が「収入超過」と判定されているが、扶養を継続する場合（裏面参照）

１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況・４.海外特例要件該当の理由
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　

申立書≠確認書類
添付なし

判定不能 その他（　　　　　　　）

いずれかを
〇で囲んで
ください

いずれかを
〇で囲んで
ください

１．留学

４．海外婚姻等

添付する証明書類が外国語で作成されている場合は、翻訳者の署名がされた日本語の翻訳文も添付してください

５．その他※3（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　

２．同行家族 3．特定活動 いずれかに〇をしてください。
※3「5. その他」の場合は理由も記入

（１） 居住している国を記載してください。

（２） 被扶養者（家族）の居住状況について記載してください。

（２）

（３） 別居の場合、仕送りの状況を記載してください。併せて、仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類 ※1（金融
機関発行の振込依頼書または振込先の通帳の写し等）を添付してください。

（１） 被扶養者（家族）の現在の収入を記載してください。また、被扶養者（家族）の収入に公的年金の収入が含まれる場合は、受給中の年金の種類を〇で囲んでください。

海外特例要件の該当理由を次の１～５から１つ選び〇で囲んでください。あわせて、海外特例要件該当が確認
できる書類※2を添付してください。

年
額

確認区分が
「別居」「要同居」「海外在住」「収入超過」で

（毎年提出）

被扶養者資格を
継続する場合

必ず提出

5
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3

被扶養者状況リストに記載されている「確認区分」は、
令和６年５月10日～8月13日に実施したマイナンバー情報照会に基づく判定結果です。

確認区分について

●マイナンバー情報照会以降に転居や退職などで異動があった場合、確認区分の判定が現況と相違することがあります。
大変お手数ですが、区分を訂正のうえ、訂正後の区分に応じた確認・提出を行ってください。

●退職された方が記載されている場合、被扶養者状況リスト上での処理は不要ですが、資格喪失の手続きがお済みでなければ必ず
日本年金機構へ届け出てください。  

確認区分 別居同居が認定要件ではない続柄で
被保険者と別居していると判定された方

確認区分 同居

確認区分 同居被保険者と国内で同居していると判定された方同居1

確認区分 海外在住海外在住であると判定された方海外在住4

別居2

確認区分 要同居

同居が認定要件となる続柄で
被保険者と別居していると判定された方

要同居3 実態が同居でなければ扶養解除となります。
※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「要同居」として
　判定されます。「要同居」区分の確認・提出を行ってください。

確認区分 判定不能
マイナンバーによる情報照会ができなかった方

判定不能7 例）協会でマイナンバーを保有できていない。
例）情報照会先の市区町村から回答を得ることができなかった。

収入超過6

確認区分 資格重複

確認区分 収入超過

P.4

P.4

P.4

P.5

P.5

P.7

P.6

P.6

資格重複5 例）被扶養者が就職し、健康保険組合等の被保険者としての資格を有してい
　 るが、扶養解除の手続きを行っていない。
例）新たに被扶養者となったが、以前加入していた他の健康保険等を脱退
　 していない。

健康保険の資格が重複していると判定された方
ご自身で他の健康保険等に加入している可能性があります。

年間（令和5年中）の課税収入額が
130万円（60歳以上は180万円）を超過していると判定された方

確認区分 確認・提出内容

被扶養者となれる続柄
右図　　 の続柄の方は、被保険者と
同居していることが、被扶養者認定
要件となります。

　　 の続柄の方は、別居していても
被扶養者となることができます。

同居が認定要件となる続柄

よくあるご質問

8

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

本人への確認は
どのように行えばよいですか。

被扶養者状況リストの続柄欄に
「その他」と記載されているのですが、
具体的にどのような続柄なのですか。

被扶養者の氏名や続柄等、
リストの記載内容に誤りがあるので
訂正できますか。

別居している被扶養者がいますが、
なぜ仕送りを行っていることの
確認が必要なのですか。

仕送りの確認のために、預金通帳の
写しを提出しますが、仕送りと関係の
ない箇所は見られたくありません。

昨年の被扶養者資格再確認のときに
海外特例の確認書類を提出したのです、
が、再度確認書類の提出は必要ですか。

被扶養者が
海外に在住しているのですが、
協会けんぽの被扶養者資格再確認
以外に、何か手続きは必要ですか。

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9 A9

よくあるご質問集が協会けんぽホームページよりダウンロード
いただけますのでご活用ください。

昨年の被扶養者資格再確認のときに、リ
ストに記載されていた確認区分を「別居」
から「同居」に修正したにもかかわらず、今
年もリストに記載されている確認区分が
「別居」になっているのはどうしてですか。

事業主様から被保険者の方に対して、文書または口頭によりご確認をお願いいたします。
文書により確認する場合、協会けんぽホームページに掲載している「健康保険被扶養者
資格再確認調査票」をご活用ください。

今回お届けしたリストの確認区分には、自治体へのマイナンバー情報照会により得た
結果を記載しているにすぎないため、以前に訂正いただいた確認区分が反映されて
いるものではありません。確認区分が相違している場合は、大変お手数ですが、今年
度においても訂正いただきますようお願いいたします。

被扶養者と認められるには、主として被保険者の収入によって生活が成り立っている
ことが必要です。同居の場合と異なり、別居の場合は被保険者と被扶養者の生計が
同一ではないため、被扶養者の生活が主に被保険者の収入（仕送り）によって成り立っ
ていることを確認する必要があります。仕送りをしていない、被扶養者本人の収入より
も仕送り額が少ないなどの場合は、主として被保険者の収入によって被扶養者の生活
が成り立っているとはいえないため、被扶養者として認められないことになります。

※年間の課税収入額は、給与収入額・雑所得額・事業所得額・営業等所得額・
農業所得額・特例肉用牛所得額・不動産所得額・利子所得額・配当所得額・
公的年金（老齢年金）等収入額を合算した金額です。
上記金額に、遺族年金、障害年金、失業給付、傷病手当金、出産手当金等の非課税の収
入額は含まれていませんが、それらの収入についても被扶養者の収入には含まれます。

次に該当する場合は、今回の確認とは別に日本年金機構（事務センター）へお手続きが必要です。
①海外特例に該当するため、被扶養者のままとなるが、日本年金機構へ海外特例要件
　の届出を行っていない場合
⇒健康保険被扶養者（異動）届の海外特例要件のお手続き

②海外特例に該当せず、扶養解除となる方が配偶者（国民年金第３号被保険者）である場合
⇒国民年金第３号被保険者関係届の資格喪失のお手続き
※詳しくは、日本年金機構へお問い合わせください。

「配偶者、子、孫、父、母、祖父、祖母、曾祖父、曾祖母、兄弟姉妹」以外の続柄を「その
他」と記載しています。

被扶養者の資格確認は毎年度行うこととしているため、昨年度、海外特例に該当する
ことを確認した場合であっても、改めて確認書類の提出をお願いいたします。

協会けんぽでは、氏名や続柄等を訂正することはできません。お手数ですが、氏名等の
訂正については、事業所管轄の日本年金機構（事務センター）へお手続きをお願いいた
します。

被扶養者調書兼異動届を提出した場合（扶養解除となる場合）を除き、結果通知は送
付しませんので、ご了承ください。なお、被扶養者状況リストの２枚目は事業主さまの
控えとなりますので、提出せずに保管をお願いいたします。

※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「別居」として
判定されます。「同居」に訂正し、「同居」区分の確認・提出を行ってください。

本人配偶者

子

父母
兄弟姉妹兄弟姉妹

祖父母

曾祖父母

孫

曾孫

配偶者子

孫

曾孫

配偶者

配偶者

甥姪

伯叔父母

配偶者

甥姪

義父母

祖父母

曾祖父母

配偶者

伯叔父母 配偶者

仕送りの確認書類として預金通帳の写し等を提出する場合、仕送りと関係のない箇所
についてはマスキング（黒く塗りつぶす等）してください。

被扶養者状況の変更の有無に
かかわらず毎年ご提出いただく

必要があります。

2

5 記入済みの被扶養者状況リスト（協会提出用）と
各提出書類を返信用封筒に入れて郵送します。
※被扶養者状況リストの２枚目の複写は事業主さまの控えとなります。返送しないようご注意ください。

提出期限

※記載されている確認区分が現況と相違する場合は二重線で抹消して、
正しい確認区分をご記入ください。

2
確認の結果、認定要件を満たしている方は、
「変更なし」欄にチェックします。
確認区分が「判定不能」の場合で確認の結果「変更なし」欄にチェックするときは

被扶養者が「被保険者と別居している」または
「海外に在住している」場合は、追加でチェックしてください。

同居
（解除理由）

3

3

3

確認不要と
記載のある方、
リストに記載の
ない方は
確認・記入不要
です。

1 まず確認区分に
誤りがないことを確認します。

認定要件の確認と提出書類

確認区分について

P.3（右面）をご覧ください

認定要件の確認と提出書類

P.4～7（中面）をご覧ください

被扶養者一人ひとりについて、
区分に応じた認定要件を満たしているか
確認のうえ、提出書類を用意します。　　　　　

リスト確認

要件確認

「被扶養者状況リスト」をご確認いただき
下記の流れで確認・記入・提出をお願いします。

確認の流れ

3

本リーフレットとともにお送りしている主なもの

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書

事業主・加入者の皆さまへ

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

被扶養者資格の
再確認とご提出のお願い

提出期限：令和6年11月29日（金）必着

各提出書類は、変更・異動の有無にかかわらず毎年ご提出ください。

受付時間 月～金曜日
8：30～17：15 ※土・日・祝日・年末年始

 （12月29日から1月3日）は除く

被扶養者状況リスト等の
記入方法について

専用ダイヤル（令和7年2月28日まで）

お問い合わせ

協会提出用 事業主控（複写）
（解除用）

被扶養者調書兼異動届 返信用封筒

ご協力ありがとうございました

令和5年度実施により
扶養解除となった人数

約7.1万人
（令和6年3月31日時点）

変更状況に関わらず

必ず提出
（毎年提出）

被扶養者資格を
解除する場合

提出
提出
しない ※各種書類の

　添付が必要です

P.4～7

4 事業主欄に記入します。
※被扶養者状況リストが複数枚ある場合、
　２枚目以降の事業主欄は記入不要です。

令和6年９月14日時点

※チェックボックスは、確認区分が「判定不能」の方にのみ印字しています。

※画像はイメージです。

3 認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

提出

記入

記入

記入

0011

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

0570-054-408

資格確認の対象となるのは令和6年９月１4日時点の被扶養者の方です。ただし、下記の①、②に該当する方を除きます。
①令和6年４月１日時点において１８歳未満の方 ②令和6年４月１日以降に被扶養者となった方
※上記①、②に該当する方についても、被扶養者状況リストに印字されていますが、再確認の必要はありません。（備考欄に「確認不要」と表示しています。）

令和6年
11月29日（金）

必着

※被扶養者異動届の決定通知書がお急ぎで必要な場合、「被扶養
者調書兼異動届」を添付せず健康保険被扶養者（異動）届を日本
年金機構へ届け出てください。
※解除となる場合は、備考欄に解除理由を以下の数字でご記入ください。
　①死亡　②離婚　③就職　④収入増加
　⑤75歳到達　⑥障害認定　⑦その他

料金受取人払郵便

銀座局承認

事業所
住　所

事業所
名　称

〒

都道
府県

1 1 9 0 1 7 3

0012

差出有効期間
2025年12月
31日まで
（切手不要）

必ず令和 6年
11月29日までに
ご提出ください。
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被扶養者状況リスト等は令和 6年 11月 29日まで
にご提出ください。

8162

●こちらの申立書は、以下のいずれかに該当する場合に記入・提出が必要です。
（昨年度ご提出いただいている場合でも、今年度においても以下のいずれかに該当する場合は、記入・提出が必要です。）

【 被 扶 養 者 現 況 申 立 書 】☞この用紙はコピーしてご使用いただけます。
0005

●該当被扶養者１名につき１枚の記入・提出が必要です。

以下は被扶養者が「海外に在住している」場合のみ記入してください

※１ 仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類は、学生の場合は添付を省略できます（下記の仕送り状況等の記載は必要）。
上記「２.被扶養者（家族）」の職業欄にその旨をご記入ください。　例）大学●年生、専門学校●年生

※２ 詳しくはリーフレットをご覧ください。

１.被保険者（本人）

２.被扶養者（家族）

３.被扶養者（家族）の現況 　

４.海外特例要件該当の理由

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

被保険者証の記号

被扶養者の収入の額（年額）

被扶養者の
居住地 国内 海外

仕送り
状況

仕送り
方法

仕送り
頻度

1回あたりの
仕送り額 約 円 続柄 収入 収入>仕送 記載不備等

協会けんぽ使用欄
適正

居住国名

送金 ・ その他（　　　 ）

１．老齢年金
２．障害年金
３．遺族年金

円 毎月　・　年　　　回

被保険者との
居住状況 同居 別居

公的年金の種類

年 齢 職　業（学生の場合は学年）被保険者との続柄生 年 月 日

日

円

月年

昭和
平成
令和

被保険者証の番号

記入必須箇所この申立書を記入・提出いただく必要があるケース
①被扶養者が被保険者と「別居」している場合
②海外に在住している場合
③確認区分が「要同居」と判定されているが、実態としては被保険者と同居している場合（裏面参照）
④確認区分が「収入超過」と判定されているが、扶養を継続する場合（裏面参照）

１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況・４.海外特例要件該当の理由
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　

申立書≠確認書類
添付なし

判定不能 その他（　　　　　　　）

いずれかを
〇で囲んで
ください

いずれかを
〇で囲んで
ください

１．留学

４．海外婚姻等

添付する証明書類が外国語で作成されている場合は、翻訳者の署名がされた日本語の翻訳文も添付してください

５．その他※3（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　

２．同行家族 3．特定活動 いずれかに〇をしてください。
※3「5. その他」の場合は理由も記入

（１） 居住している国を記載してください。

（２） 被扶養者（家族）の居住状況について記載してください。

（２）

（３） 別居の場合、仕送りの状況を記載してください。併せて、仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類 ※1（金融
機関発行の振込依頼書または振込先の通帳の写し等）を添付してください。

（１） 被扶養者（家族）の現在の収入を記載してください。また、被扶養者（家族）の収入に公的年金の収入が含まれる場合は、受給中の年金の種類を〇で囲んでください。

海外特例要件の該当理由を次の１～５から１つ選び〇で囲んでください。あわせて、海外特例要件該当が確認
できる書類※2を添付してください。

年
額

確認区分が
「別居」「要同居」「海外在住」「収入超過」で

（毎年提出）

被扶養者資格を
継続する場合

必ず提出

5
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9
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扶養解除の提出書類

いいえ

はい いいえ

はい いいえ

いいえいいえ

いいえ いいえ

資格の重複が
確認できない場合

確認区分 資格重複

ご自身で他の健康保険等に加入していませんか？下記のケースが多くなっています。確認

扶養解除を日本年金機構に手続き済みですか？確認

お手続きをお急ぎですか？
（通常、提出から決定通知書の送付まで１～２ヶ月かかります）

確認

確認区分 判定不能

P.3「被扶養者となれる続柄」の　　 に該当しますか？　　確認

被扶養者が就職し、健康保険
組合等の被保険者としての
資格を有しているが、扶養解
除の手続きを行っていない。

被扶養者状況リスト 被扶養者調書兼
異動届

解除となる方の
保険証

協会提出用

「被扶養者調書兼
異動届を添付」に

パンチもしくは
ハサミを入れる

２枚目は事業主控えです注

被扶養者状況リスト

協会提出用

「日本年金機構へ
届出済」に

２枚目は事業主控えです注

※被保険者と別居の場合、学生の場合を除き、別途提出書類が必要となります。
　詳しくは、確認区分「別居」をご確認ください。

下記を参考に、現況に該当する確認区分の確認・提出を行ってください。

「健康保険被保険者証回収不能届」のダウンロードは

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

日本年金機構  健康保険被保険者証回収不能届 検索

扶養解除の提出書類を
届け出てください。

扶養解除の提出書類 P.7

扶養を解除する

新たに被扶養者となったが、
以前加入していた他の健康
保険等を脱退していない。

他の健康保険等の
脱退手続きをする

確認区分 収入超過
現時点及び今後の年収＊1は、130万円（180万円＊2）を超過する見込みですか。
収入超過の原因が人手不足による労働時間延長等に伴う一時的なものですか。

確認

（継続的に）
130万円（180万円）を
超過する見込みである。

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

別居同居 同居 要同居海外在住
分
区
認
確

扶養解除の
提出書類 下記

認定要件を満たさ
ないため、扶養解除
を届け出てください

保険証を紛失した場合は「健康保険被保険者証回収不能届」を下記よりダウンロードし、
添付してください。なお後日、保険証が見つかった場合は協会けんぽへ返却をお願いします。

健 康 保 険
被保険者証

提出書類 提出書類

はい

はい

はい はい

はい

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡　②離婚　③就職
④収入増加　⑤75歳到達
⑥障害認定　⑦その他

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡 ②離婚 ③就職
④収入増加 ⑤75歳到達
⑥障害認定 ⑦その他

＊1 被扶養者の年収については、P4をご覧ください。
＊２ 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円」となります。

協会提出用

「変更なし」に

２枚目は事業主控えです注

提出書類

協会けんぽホームページより
ダウンロードいただけます。

健康保険被扶養者（異動）届
を日本年金機構へ直接届け
出ていただき、協会けんぽ
には被扶養者状況リストの
み提出してください。

現在は資格重複が解消している場合は、被扶
養者状況リストの区分を訂正のうえ、P.7の確
認区分「判定不能」を参考に、現況に該当する
確認区分の確認・提出を行ってください。P.7の確認区分「判定不能」を

参考に、現況に該当する確認区分
の確認・提出を行ってください。

被保険者と同居していますか？

国内在住ですか？

被保険者と同居していますか？

被保険者と同一の世帯ですか？

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

（今後は）
130万円（180万円）を
超過しない見込みである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

収入超過の原因が人手不足に
よる労働時間延長等に伴い、一
時的に130万円（180万円）を超
過したことによるものである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

4 5

総収入額を年収とします。給与所得者の場合 年間総収入から直接的経費＊を差し引いた額とします。 自営業者の場合

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

認定要件の確認と提出書類

確認区分 同居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。
＊２   被扶養者の年収が被保険者の年収の半分以上であっても、130万円未満で被保険者の年収を上回らない場合は、総合的に判断し、被扶養者と
      認められる場合があります。 

確認

被扶養者状況リスト 協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

はい いいえ

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 要同居

実態として被保険者と同居していますか？（世帯分離等で被保険者と世帯が異なっていますか？）確認

はい いいえ

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

はい

いいえ

確認区分 別居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者からの仕送り（援助）額より少ないですか？

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者の年収の半分未満＊2ですか？

確認

下記「海外特例要件」のいずれかに該当しますか？確認

給与収入、事業収入、地代・家賃収入などの財産収入、老齢・障害・遺族年金などの公的年金、雇用保険の失業給付、健康保険の傷病・出産手当金のことをいいます。

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 被保険者の住民票 被扶養者の住民票

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 海外在住

いいえ

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 上記に記載の
証明書類

仕送りの事実と仕送り額
が確認できる書類

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

確認
書類例

外国語の場合は
翻訳文も添付

※被保険者と別居の場合のみ

被扶養者状況リスト（協会提出用）
以外の書類の添付は不要です。

「被扶養者現況申立書」「被扶養者調書兼異動届」が複数枚必要な場合は、協会けんぽホームページよりダウンロードしてください

海外特例要件 証明書類

外国において留学をする学生（留学）1

外国に赴任する被保険者に同行する家族（同行家族）2

3

4

5
1 4 個別に判断

出生や婚姻等を証明する書類等の写し

観光、保養またはボランティア活動その他就労以外の目的で
一時的に海外に渡航する家族（特定活動）

被保険者が海外に赴任する間に
当該被保険者との身分関係が生じた家族（海外婚姻等）
（被保険者が海外赴任中に結婚した配偶者、生まれた子どもなど）

上記    ～    までに掲げるもののほか、渡航目的その他の事情
を考慮して日本国内に生活の基礎があると認められる家族

査証（ビザ）、ボランティア派遣期間の証明、
ボランティアの参加同意書等の写し、

査証（ビザ）、海外赴任辞令、海外の公的機関が
発行する居住証明書等の写し

査証（ビザ）、学生証、在学証明書、入学証明書の写し

提出書類

提出書類

仕送りの事実と
仕送り額が

確認できる書類
協会提出用

２枚目は事業主控えです

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

※学生であっても、
　現況申立書は
　必要です。

学生は省略可

確認
書類例

★被扶養者の年収とは？

年収の壁・支援強化パッケージについて

はい

提出書類

被扶養者状況リスト 「確認区分」に応じた
提出書類

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

政策の詳細は、厚生労働省の
ホームページをご覧ください。

年収の壁・支援強化パッケージ 検索

※収入を確認する書類（所得証明書等）は、ご提出いただく
　必要はございません。

注

「変更なし」に

※海外特例の要件を満たす場合を
除き、被扶養者として認定される
には、日本国内に住所を有する
（住民票がある）必要があります。

送金者名・受取人名・仕送り額が確認
できる預金通帳の写しや振込明細書
／現金書留の控えの写し　等

※海外に居住している被扶養者は、今回の被扶養者資格再確認とは別に日本年金機構（事務センター）に海外特例の届出が必要です。未届の場合は、届出をお願い
します。なお、届出が行われない場合、海外在住の被扶養者のうち、国民年金第３号被保険者（厚生年金保険に加入している会社員の配偶者）については、日本年金
機構において、健康保険被扶養者及び国民年金第３号被保険者の資格を職権により喪失する場合があります。詳しくはP.8「よくあるご質問」Q8をご覧ください。

被扶養者の年収が、人手不足による労働時間延長等で一時的に130万円（被扶養者が60歳以上または障害厚生年金を受けられる程度の障害を
有する者の場合は180万円）を超えた場合、一時的な収入変動である旨の事業主の証明を添付することで、被扶養者認定が可能となる場合が
あります。該当する場合、下記の提出書類をご準備ください。

＊直接的経費とは、その経費がなければ事業が成り立たない経費（例：製造業における原材料費、小売業における仕入れ費）であり、それ以外の費
用（例：公租公課、宣伝費）は差し引くことはできません。

「変更なし」に

送金者名・受取人名・仕送り額が確
認できる預金通帳の写しや振込明
細書／現金書留の控えの写し　等

協会けんぽ
ホームページ
よりダウン
ロードいた
だけます。

学生の場合、仕送りの確認書類の提出は省略できますが、被扶
養者現況申立書については、収入や仕送り額等の必要事項を
記載のうえ、提出が必要です。またその際、職業欄に学生であ
る旨（例：大学●年生、専門学校●年生）を記載してください。

提出書類

第
一
校
正

第
二
校
正

第
三
校
正

検
査
機
校
正

担
当
営
業
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扶養解除の提出書類

いいえ

はい いいえ

はい いいえ

いいえいいえ

いいえ いいえ

資格の重複が
確認できない場合

確認区分 資格重複

ご自身で他の健康保険等に加入していませんか？下記のケースが多くなっています。確認

扶養解除を日本年金機構に手続き済みですか？確認

お手続きをお急ぎですか？
（通常、提出から決定通知書の送付まで１～２ヶ月かかります）

確認

確認区分 判定不能

P.3「被扶養者となれる続柄」の　　 に該当しますか？　　確認

被扶養者が就職し、健康保険
組合等の被保険者としての
資格を有しているが、扶養解
除の手続きを行っていない。

被扶養者状況リスト 被扶養者調書兼
異動届

解除となる方の
保険証

協会提出用

「被扶養者調書兼
異動届を添付」に

パンチもしくは
ハサミを入れる

２枚目は事業主控えです注

被扶養者状況リスト

協会提出用

「日本年金機構へ
届出済」に

２枚目は事業主控えです注

※被保険者と別居の場合、学生の場合を除き、別途提出書類が必要となります。
　詳しくは、確認区分「別居」をご確認ください。

下記を参考に、現況に該当する確認区分の確認・提出を行ってください。

「健康保険被保険者証回収不能届」のダウンロードは

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

日本年金機構  健康保険被保険者証回収不能届 検索

扶養解除の提出書類を
届け出てください。

扶養解除の提出書類 P.7

扶養を解除する

新たに被扶養者となったが、
以前加入していた他の健康
保険等を脱退していない。

他の健康保険等の
脱退手続きをする

確認区分 収入超過
現時点及び今後の年収＊1は、130万円（180万円＊2）を超過する見込みですか。
収入超過の原因が人手不足による労働時間延長等に伴う一時的なものですか。

確認

（継続的に）
130万円（180万円）を
超過する見込みである。

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

別居同居 同居 要同居海外在住
分
区
認
確

扶養解除の
提出書類 下記

認定要件を満たさ
ないため、扶養解除
を届け出てください

保険証を紛失した場合は「健康保険被保険者証回収不能届」を下記よりダウンロードし、
添付してください。なお後日、保険証が見つかった場合は協会けんぽへ返却をお願いします。

健康保険
被保険者証

提出書類 提出書類

はい

はい

はい はい

はい

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡　②離婚　③就職
④収入増加　⑤75歳到達
⑥障害認定　⑦その他

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡 ②離婚 ③就職
④収入増加 ⑤75歳到達
⑥障害認定 ⑦その他

＊1 被扶養者の年収については、P4をご覧ください。
＊２ 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円」となります。

協会提出用

「変更なし」に

２枚目は事業主控えです注

提出書類

協会けんぽホームページより
ダウンロードいただけます。

健康保険被扶養者（異動）届
を日本年金機構へ直接届け
出ていただき、協会けんぽ
には被扶養者状況リストの
み提出してください。

現在は資格重複が解消している場合は、被扶
養者状況リストの区分を訂正のうえ、P.7の確
認区分「判定不能」を参考に、現況に該当する
確認区分の確認・提出を行ってください。P.7の確認区分「判定不能」を

参考に、現況に該当する確認区分
の確認・提出を行ってください。

被保険者と同居していますか？

国内在住ですか？

被保険者と同居していますか？

被保険者と同一の世帯ですか？

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

（今後は）
130万円（180万円）を
超過しない見込みである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

収入超過の原因が人手不足に
よる労働時間延長等に伴い、一
時的に130万円（180万円）を超
過したことによるものである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に
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総収入額を年収とします。給与所得者の場合 年間総収入から直接的経費＊を差し引いた額とします。 自営業者の場合

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

認定要件の確認と提出書類

確認区分 同居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。
＊２   被扶養者の年収が被保険者の年収の半分以上であっても、130万円未満で被保険者の年収を上回らない場合は、総合的に判断し、被扶養者と
      認められる場合があります。 

確認

被扶養者状況リスト 協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

はい いいえ

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 要同居

実態として被保険者と同居していますか？（世帯分離等で被保険者と世帯が異なっていますか？）確認

はい いいえ

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

はい

いいえ

確認区分 別居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者からの仕送り（援助）額より少ないですか？

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者の年収の半分未満＊2ですか？

確認

下記「海外特例要件」のいずれかに該当しますか？確認

給与収入、事業収入、地代・家賃収入などの財産収入、老齢・障害・遺族年金などの公的年金、雇用保険の失業給付、健康保険の傷病・出産手当金のことをいいます。

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 被保険者の住民票 被扶養者の住民票

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 海外在住

いいえ

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 上記に記載の
証明書類

仕送りの事実と仕送り額
が確認できる書類

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

確認
書類例

外国語の場合は
翻訳文も添付

※被保険者と別居の場合のみ

被扶養者状況リスト（協会提出用）
以外の書類の添付は不要です。

「被扶養者現況申立書」「被扶養者調書兼異動届」が複数枚必要な場合は、協会けんぽホームページよりダウンロードしてください

海外特例要件 証明書類

外国において留学をする学生（留学）1

外国に赴任する被保険者に同行する家族（同行家族）2

3

4

5
1 4 個別に判断

出生や婚姻等を証明する書類等の写し

観光、保養またはボランティア活動その他就労以外の目的で
一時的に海外に渡航する家族（特定活動）

被保険者が海外に赴任する間に
当該被保険者との身分関係が生じた家族（海外婚姻等）
（被保険者が海外赴任中に結婚した配偶者、生まれた子どもなど）

上記    ～    までに掲げるもののほか、渡航目的その他の事情
を考慮して日本国内に生活の基礎があると認められる家族

査証（ビザ）、ボランティア派遣期間の証明、
ボランティアの参加同意書等の写し、

査証（ビザ）、海外赴任辞令、海外の公的機関が
発行する居住証明書等の写し

査証（ビザ）、学生証、在学証明書、入学証明書の写し

提出書類

提出書類

仕送りの事実と
仕送り額が

確認できる書類
協会提出用

２枚目は事業主控えです

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

※学生であっても、
　現況申立書は
　必要です。

学生は省略可

確認
書類例

★被扶養者の年収とは？

年収の壁・支援強化パッケージについて

はい

提出書類

被扶養者状況リスト 「確認区分」に応じた
提出書類

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

政策の詳細は、厚生労働省の
ホームページをご覧ください。

年収の壁・支援強化パッケージ 検索

※収入を確認する書類（所得証明書等）は、ご提出いただく
　必要はございません。

注

「変更なし」に

※海外特例の要件を満たす場合を
除き、被扶養者として認定される
には、日本国内に住所を有する
（住民票がある）必要があります。

送金者名・受取人名・仕送り額が確認
できる預金通帳の写しや振込明細書
／現金書留の控えの写し　等

※海外に居住している被扶養者は、今回の被扶養者資格再確認とは別に日本年金機構（事務センター）に海外特例の届出が必要です。未届の場合は、届出をお願い
します。なお、届出が行われない場合、海外在住の被扶養者のうち、国民年金第３号被保険者（厚生年金保険に加入している会社員の配偶者）については、日本年金
機構において、健康保険被扶養者及び国民年金第３号被保険者の資格を職権により喪失する場合があります。詳しくはP.8「よくあるご質問」Q8をご覧ください。

被扶養者の年収が、人手不足による労働時間延長等で一時的に130万円（被扶養者が60歳以上または障害厚生年金を受けられる程度の障害を
有する者の場合は180万円）を超えた場合、一時的な収入変動である旨の事業主の証明を添付することで、被扶養者認定が可能となる場合が
あります。該当する場合、下記の提出書類をご準備ください。

＊直接的経費とは、その経費がなければ事業が成り立たない経費（例：製造業における原材料費、小売業における仕入れ費）であり、それ以外の費
用（例：公租公課、宣伝費）は差し引くことはできません。

「変更なし」に

送金者名・受取人名・仕送り額が確
認できる預金通帳の写しや振込明
細書／現金書留の控えの写し　等

協会けんぽ
ホームページ
よりダウン
ロードいた
だけます。

学生の場合、仕送りの確認書類の提出は省略できますが、被扶
養者現況申立書については、収入や仕送り額等の必要事項を
記載のうえ、提出が必要です。またその際、職業欄に学生であ
る旨（例：大学●年生、専門学校●年生）を記載してください。

提出書類

第
一
校
正

第
二
校
正

第
三
校
正

検
査
機
校
正

担
当
営
業

5
0
-8
1
9
-Y
8
2
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B

全
国
健
康
保
険
協
会

被
扶
養
者
調
書
同
封
送
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文
書
リ
ー
フ
レ
ット

2
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4
.0
9
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5
　
O
TF



6 7

扶養解除の提出書類

いいえ

はい いいえ

はい いいえ

いいえいいえ

いいえ いいえ

資格の重複が
確認できない場合

確認区分 資格重複

ご自身で他の健康保険等に加入していませんか？下記のケースが多くなっています。確認

扶養解除を日本年金機構に手続き済みですか？確認

お手続きをお急ぎですか？
（通常、提出から決定通知書の送付まで１～２ヶ月かかります）

確認

確認区分 判定不能

P.3「被扶養者となれる続柄」の　　 に該当しますか？　　確認

被扶養者が就職し、健康保険
組合等の被保険者としての
資格を有しているが、扶養解
除の手続きを行っていない。

被扶養者状況リスト 被扶養者調書兼
異動届

解除となる方の
保険証

協会提出用

「被扶養者調書兼
異動届を添付」に

パンチもしくは
ハサミを入れる

２枚目は事業主控えです注

被扶養者状況リスト

協会提出用

「日本年金機構へ
届出済」に

２枚目は事業主控えです注

※被保険者と別居の場合、学生の場合を除き、別途提出書類が必要となります。
　詳しくは、確認区分「別居」をご確認ください。

下記を参考に、現況に該当する確認区分の確認・提出を行ってください。

「健康保険被保険者証回収不能届」のダウンロードは

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

日本年金機構  健康保険被保険者証回収不能届 検索

扶養解除の提出書類を
届け出てください。

扶養解除の提出書類 P.7

扶養を解除する

新たに被扶養者となったが、
以前加入していた他の健康
保険等を脱退していない。

他の健康保険等の
脱退手続きをする

確認区分 収入超過
現時点及び今後の年収＊1は、130万円（180万円＊2）を超過する見込みですか。
収入超過の原因が人手不足による労働時間延長等に伴う一時的なものですか。

確認

（継続的に）
130万円（180万円）を
超過する見込みである。

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

別居同居 同居 要同居海外在住
分
区
認
確

扶養解除の
提出書類 下記

認定要件を満たさ
ないため、扶養解除
を届け出てください

保険証を紛失した場合は「健康保険被保険者証回収不能届」を下記よりダウンロードし、
添付してください。なお後日、保険証が見つかった場合は協会けんぽへ返却をお願いします。

健康保険
被保険者証

提出書類 提出書類

はい

はい

はい はい

はい

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡　②離婚　③就職
④収入増加　⑤75歳到達
⑥障害認定　⑦その他

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡 ②離婚 ③就職
④収入増加 ⑤75歳到達
⑥障害認定 ⑦その他

＊1 被扶養者の年収については、P4をご覧ください。
＊２ 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円」となります。

協会提出用

「変更なし」に

２枚目は事業主控えです注

提出書類

協会けんぽホームページより
ダウンロードいただけます。

健康保険被扶養者（異動）届
を日本年金機構へ直接届け
出ていただき、協会けんぽ
には被扶養者状況リストの
み提出してください。

現在は資格重複が解消している場合は、被扶
養者状況リストの区分を訂正のうえ、P.7の確
認区分「判定不能」を参考に、現況に該当する
確認区分の確認・提出を行ってください。P.7の確認区分「判定不能」を

参考に、現況に該当する確認区分
の確認・提出を行ってください。

被保険者と同居していますか？

国内在住ですか？

被保険者と同居していますか？

被保険者と同一の世帯ですか？

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

（今後は）
130万円（180万円）を
超過しない見込みである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

収入超過の原因が人手不足に
よる労働時間延長等に伴い、一
時的に130万円（180万円）を超
過したことによるものである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

4 5

総収入額を年収とします。給与所得者の場合 年間総収入から直接的経費＊を差し引いた額とします。 自営業者の場合

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

認定要件の確認と提出書類

確認区分 同居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。
＊２   被扶養者の年収が被保険者の年収の半分以上であっても、130万円未満で被保険者の年収を上回らない場合は、総合的に判断し、被扶養者と
      認められる場合があります。 

確認

被扶養者状況リスト 協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

はい いいえ

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 要同居

実態として被保険者と同居していますか？（世帯分離等で被保険者と世帯が異なっていますか？）確認

はい いいえ

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

はい

いいえ

確認区分 別居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者からの仕送り（援助）額より少ないですか？

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者の年収の半分未満＊2ですか？

確認

下記「海外特例要件」のいずれかに該当しますか？確認

給与収入、事業収入、地代・家賃収入などの財産収入、老齢・障害・遺族年金などの公的年金、雇用保険の失業給付、健康保険の傷病・出産手当金のことをいいます。

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 被保険者の住民票 被扶養者の住民票

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 海外在住

いいえ

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 上記に記載の
証明書類

仕送りの事実と仕送り額
が確認できる書類

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

確認
書類例

外国語の場合は
翻訳文も添付

※被保険者と別居の場合のみ

被扶養者状況リスト（協会提出用）
以外の書類の添付は不要です。

「被扶養者現況申立書」「被扶養者調書兼異動届」が複数枚必要な場合は、協会けんぽホームページよりダウンロードしてください

海外特例要件 証明書類

外国において留学をする学生（留学）1

外国に赴任する被保険者に同行する家族（同行家族）2

3

4

5
1 4 個別に判断

出生や婚姻等を証明する書類等の写し

観光、保養またはボランティア活動その他就労以外の目的で
一時的に海外に渡航する家族（特定活動）

被保険者が海外に赴任する間に
当該被保険者との身分関係が生じた家族（海外婚姻等）
（被保険者が海外赴任中に結婚した配偶者、生まれた子どもなど）

上記    ～    までに掲げるもののほか、渡航目的その他の事情
を考慮して日本国内に生活の基礎があると認められる家族

査証（ビザ）、ボランティア派遣期間の証明、
ボランティアの参加同意書等の写し、

査証（ビザ）、海外赴任辞令、海外の公的機関が
発行する居住証明書等の写し

査証（ビザ）、学生証、在学証明書、入学証明書の写し

提出書類

提出書類

仕送りの事実と
仕送り額が

確認できる書類
協会提出用

２枚目は事業主控えです

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

※学生であっても、
　現況申立書は
　必要です。

学生は省略可

確認
書類例

★被扶養者の年収とは？

年収の壁・支援強化パッケージについて

はい

提出書類

被扶養者状況リスト 「確認区分」に応じた
提出書類

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

政策の詳細は、厚生労働省の
ホームページをご覧ください。

年収の壁・支援強化パッケージ 検索

※収入を確認する書類（所得証明書等）は、ご提出いただく
　必要はございません。

注

「変更なし」に

※海外特例の要件を満たす場合を
除き、被扶養者として認定される
には、日本国内に住所を有する
（住民票がある）必要があります。

送金者名・受取人名・仕送り額が確認
できる預金通帳の写しや振込明細書
／現金書留の控えの写し　等

※海外に居住している被扶養者は、今回の被扶養者資格再確認とは別に日本年金機構（事務センター）に海外特例の届出が必要です。未届の場合は、届出をお願い
します。なお、届出が行われない場合、海外在住の被扶養者のうち、国民年金第３号被保険者（厚生年金保険に加入している会社員の配偶者）については、日本年金
機構において、健康保険被扶養者及び国民年金第３号被保険者の資格を職権により喪失する場合があります。詳しくはP.8「よくあるご質問」Q8をご覧ください。

被扶養者の年収が、人手不足による労働時間延長等で一時的に130万円（被扶養者が60歳以上または障害厚生年金を受けられる程度の障害を
有する者の場合は180万円）を超えた場合、一時的な収入変動である旨の事業主の証明を添付することで、被扶養者認定が可能となる場合が
あります。該当する場合、下記の提出書類をご準備ください。

＊直接的経費とは、その経費がなければ事業が成り立たない経費（例：製造業における原材料費、小売業における仕入れ費）であり、それ以外の費
用（例：公租公課、宣伝費）は差し引くことはできません。

「変更なし」に

送金者名・受取人名・仕送り額が確
認できる預金通帳の写しや振込明
細書／現金書留の控えの写し　等

協会けんぽ
ホームページ
よりダウン
ロードいた
だけます。

学生の場合、仕送りの確認書類の提出は省略できますが、被扶
養者現況申立書については、収入や仕送り額等の必要事項を
記載のうえ、提出が必要です。またその際、職業欄に学生であ
る旨（例：大学●年生、専門学校●年生）を記載してください。

提出書類
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一
校
正

第
二
校
正
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校
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業
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扶養解除の提出書類

いいえ

はい いいえ

はい いいえ

いいえいいえ

いいえ いいえ

資格の重複が
確認できない場合

確認区分 資格重複

ご自身で他の健康保険等に加入していませんか？下記のケースが多くなっています。確認

扶養解除を日本年金機構に手続き済みですか？確認

お手続きをお急ぎですか？
（通常、提出から決定通知書の送付まで１～２ヶ月かかります）

確認

確認区分 判定不能

P.3「被扶養者となれる続柄」の　　 に該当しますか？　　確認

被扶養者が就職し、健康保険
組合等の被保険者としての
資格を有しているが、扶養解
除の手続きを行っていない。

被扶養者状況リスト 被扶養者調書兼
異動届

解除となる方の
保険証

協会提出用

「被扶養者調書兼
異動届を添付」に

パンチもしくは
ハサミを入れる

２枚目は事業主控えです注

被扶養者状況リスト

協会提出用

「日本年金機構へ
届出済」に

２枚目は事業主控えです注

※被保険者と別居の場合、学生の場合を除き、別途提出書類が必要となります。
　詳しくは、確認区分「別居」をご確認ください。

下記を参考に、現況に該当する確認区分の確認・提出を行ってください。

「健康保険被保険者証回収不能届」のダウンロードは

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

日本年金機構  健康保険被保険者証回収不能届 検索

扶養解除の提出書類を
届け出てください。

扶養解除の提出書類 P.7

扶養を解除する

新たに被扶養者となったが、
以前加入していた他の健康
保険等を脱退していない。

他の健康保険等の
脱退手続きをする

確認区分 収入超過
現時点及び今後の年収＊1は、130万円（180万円＊2）を超過する見込みですか。
収入超過の原因が人手不足による労働時間延長等に伴う一時的なものですか。

確認

（継続的に）
130万円（180万円）を
超過する見込みである。

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

別居同居 同居 要同居海外在住
分
区
認
確

扶養解除の
提出書類 下記

認定要件を満たさ
ないため、扶養解除
を届け出てください

保険証を紛失した場合は「健康保険被保険者証回収不能届」を下記よりダウンロードし、
添付してください。なお後日、保険証が見つかった場合は協会けんぽへ返却をお願いします。

健康保険
被保険者証

提出書類 提出書類

はい

はい

はい はい

はい

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡　②離婚　③就職
④収入増加　⑤75歳到達
⑥障害認定　⑦その他

被扶養者状況リストの
備考欄に解除理由を
以下の数字で記入
①死亡 ②離婚 ③就職
④収入増加 ⑤75歳到達
⑥障害認定 ⑦その他

＊1 被扶養者の年収については、P4をご覧ください。
＊２ 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円」となります。

協会提出用

「変更なし」に

２枚目は事業主控えです注

提出書類

協会けんぽホームページより
ダウンロードいただけます。

健康保険被扶養者（異動）届
を日本年金機構へ直接届け
出ていただき、協会けんぽ
には被扶養者状況リストの
み提出してください。

現在は資格重複が解消している場合は、被扶
養者状況リストの区分を訂正のうえ、P.7の確
認区分「判定不能」を参考に、現況に該当する
確認区分の確認・提出を行ってください。P.7の確認区分「判定不能」を

参考に、現況に該当する確認区分
の確認・提出を行ってください。

被保険者と同居していますか？

国内在住ですか？

被保険者と同居していますか？

被保険者と同一の世帯ですか？

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

（今後は）
130万円（180万円）を
超過しない見込みである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

収入超過の原因が人手不足に
よる労働時間延長等に伴い、一
時的に130万円（180万円）を超
過したことによるものである。

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

4 5

総収入額を年収とします。給与所得者の場合 年間総収入から直接的経費＊を差し引いた額とします。 自営業者の場合

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

認定要件の確認と提出書類

確認区分 同居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。
＊２   被扶養者の年収が被保険者の年収の半分以上であっても、130万円未満で被保険者の年収を上回らない場合は、総合的に判断し、被扶養者と
      認められる場合があります。 

確認

被扶養者状況リスト 協会提出用

２枚目は事業主控えです注

「変更なし」に

はい いいえ

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

扶養解除の提出書類 P.7

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 要同居

実態として被保険者と同居していますか？（世帯分離等で被保険者と世帯が異なっていますか？）確認

はい いいえ

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

はい

いいえ

確認区分 別居

＊1 被扶養者が60歳以上または障害者（障害厚生年金を受けられる程度の障害を有する者）の場合は「180万円未満」となります。

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者からの仕送り（援助）額より少ないですか？

被扶養者の年収★が130万円未満＊1で、かつ被保険者の年収の半分未満＊2ですか？

確認

下記「海外特例要件」のいずれかに該当しますか？確認

給与収入、事業収入、地代・家賃収入などの財産収入、老齢・障害・遺族年金などの公的年金、雇用保険の失業給付、健康保険の傷病・出産手当金のことをいいます。

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

住民票
世帯主

1

2

3

住所

印

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 被保険者の住民票 被扶養者の住民票

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

認定要件を満たさないため、
扶養解除を届け出てください

確認区分 海外在住

いいえ

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書 上記に記載の
証明書類

仕送りの事実と仕送り額
が確認できる書類

協会提出用

２枚目は事業主控えです注

確認
書類例

外国語の場合は
翻訳文も添付

※被保険者と別居の場合のみ

被扶養者状況リスト（協会提出用）
以外の書類の添付は不要です。

「被扶養者現況申立書」「被扶養者調書兼異動届」が複数枚必要な場合は、協会けんぽホームページよりダウンロードしてください

海外特例要件 証明書類

外国において留学をする学生（留学）1

外国に赴任する被保険者に同行する家族（同行家族）2

3

4

5
1 4 個別に判断

出生や婚姻等を証明する書類等の写し

観光、保養またはボランティア活動その他就労以外の目的で
一時的に海外に渡航する家族（特定活動）

被保険者が海外に赴任する間に
当該被保険者との身分関係が生じた家族（海外婚姻等）
（被保険者が海外赴任中に結婚した配偶者、生まれた子どもなど）

上記    ～    までに掲げるもののほか、渡航目的その他の事情
を考慮して日本国内に生活の基礎があると認められる家族

査証（ビザ）、ボランティア派遣期間の証明、
ボランティアの参加同意書等の写し、

査証（ビザ）、海外赴任辞令、海外の公的機関が
発行する居住証明書等の写し

査証（ビザ）、学生証、在学証明書、入学証明書の写し

提出書類

提出書類

仕送りの事実と
仕送り額が

確認できる書類
協会提出用

２枚目は事業主控えです

提出書類

「変更なし」に

被扶養者
状況リスト

被扶養者
現況申立書

※学生であっても、
　現況申立書は
　必要です。

学生は省略可

確認
書類例

★被扶養者の年収とは？

年収の壁・支援強化パッケージについて

はい

提出書類

被扶養者状況リスト 「確認区分」に応じた
提出書類

「一時的な収入変動」
に係る

事業主の証明

政策の詳細は、厚生労働省の
ホームページをご覧ください。

年収の壁・支援強化パッケージ 検索

※収入を確認する書類（所得証明書等）は、ご提出いただく
　必要はございません。

注

「変更なし」に

※海外特例の要件を満たす場合を
除き、被扶養者として認定される
には、日本国内に住所を有する
（住民票がある）必要があります。

送金者名・受取人名・仕送り額が確認
できる預金通帳の写しや振込明細書
／現金書留の控えの写し　等

※海外に居住している被扶養者は、今回の被扶養者資格再確認とは別に日本年金機構（事務センター）に海外特例の届出が必要です。未届の場合は、届出をお願い
します。なお、届出が行われない場合、海外在住の被扶養者のうち、国民年金第３号被保険者（厚生年金保険に加入している会社員の配偶者）については、日本年金
機構において、健康保険被扶養者及び国民年金第３号被保険者の資格を職権により喪失する場合があります。詳しくはP.8「よくあるご質問」Q8をご覧ください。

被扶養者の年収が、人手不足による労働時間延長等で一時的に130万円（被扶養者が60歳以上または障害厚生年金を受けられる程度の障害を
有する者の場合は180万円）を超えた場合、一時的な収入変動である旨の事業主の証明を添付することで、被扶養者認定が可能となる場合が
あります。該当する場合、下記の提出書類をご準備ください。

＊直接的経費とは、その経費がなければ事業が成り立たない経費（例：製造業における原材料費、小売業における仕入れ費）であり、それ以外の費
用（例：公租公課、宣伝費）は差し引くことはできません。

「変更なし」に

送金者名・受取人名・仕送り額が確
認できる預金通帳の写しや振込明
細書／現金書留の控えの写し　等

協会けんぽ
ホームページ
よりダウン
ロードいた
だけます。

学生の場合、仕送りの確認書類の提出は省略できますが、被扶
養者現況申立書については、収入や仕送り額等の必要事項を
記載のうえ、提出が必要です。またその際、職業欄に学生であ
る旨（例：大学●年生、専門学校●年生）を記載してください。
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被扶養者状況リストに記載されている「確認区分」は、
令和６年５月10日～8月13日に実施したマイナンバー情報照会に基づく判定結果です。

確認区分について

●マイナンバー情報照会以降に転居や退職などで異動があった場合、確認区分の判定が現況と相違することがあります。
大変お手数ですが、区分を訂正のうえ、訂正後の区分に応じた確認・提出を行ってください。

●退職された方が記載されている場合、被扶養者状況リスト上での処理は不要ですが、資格喪失の手続きがお済みでなければ必ず
日本年金機構へ届け出てください。  

確認区分 別居同居が認定要件ではない続柄で
被保険者と別居していると判定された方

確認区分 同居

確認区分 同居被保険者と国内で同居していると判定された方同居1

確認区分 海外在住海外在住であると判定された方海外在住4

別居2

確認区分 要同居

同居が認定要件となる続柄で
被保険者と別居していると判定された方

要同居3 実態が同居でなければ扶養解除となります。
※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「要同居」として
　判定されます。「要同居」区分の確認・提出を行ってください。

確認区分 判定不能
マイナンバーによる情報照会ができなかった方

判定不能7 例）協会でマイナンバーを保有できていない。
例）情報照会先の市区町村から回答を得ることができなかった。

収入超過6

確認区分 資格重複

確認区分 収入超過

P.4

P.4

P.4

P.5

P.5

P.7

P.6

P.6

資格重複5 例）被扶養者が就職し、健康保険組合等の被保険者としての資格を有してい
　 るが、扶養解除の手続きを行っていない。
例）新たに被扶養者となったが、以前加入していた他の健康保険等を脱退
　 していない。

健康保険の資格が重複していると判定された方
ご自身で他の健康保険等に加入している可能性があります。

年間（令和5年中）の課税収入額が
130万円（60歳以上は180万円）を超過していると判定された方

確認区分 確認・提出内容

被扶養者となれる続柄
右図　　 の続柄の方は、被保険者と
同居していることが、被扶養者認定
要件となります。

　　 の続柄の方は、別居していても
被扶養者となることができます。

同居が認定要件となる続柄

よくあるご質問

8

協会けんぽ  被扶養者資格の再確認 検索

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

本人への確認は
どのように行えばよいですか。

被扶養者状況リストの続柄欄に
「その他」と記載されているのですが、
具体的にどのような続柄なのですか。

被扶養者の氏名や続柄等、
リストの記載内容に誤りがあるので
訂正できますか。

別居している被扶養者がいますが、
なぜ仕送りを行っていることの
確認が必要なのですか。

仕送りの確認のために、預金通帳の
写しを提出しますが、仕送りと関係の
ない箇所は見られたくありません。

昨年の被扶養者資格再確認のときに
海外特例の確認書類を提出したのです、
が、再度確認書類の提出は必要ですか。

被扶養者が
海外に在住しているのですが、
協会けんぽの被扶養者資格再確認
以外に、何か手続きは必要ですか。

被扶養者状況リスト等を
提出した場合、後日、結果通知は
送られてくるのですか。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9 A9

よくあるご質問集が協会けんぽホームページよりダウンロード
いただけますのでご活用ください。

昨年の被扶養者資格再確認のときに、リ
ストに記載されていた確認区分を「別居」
から「同居」に修正したにもかかわらず、今
年もリストに記載されている確認区分が
「別居」になっているのはどうしてですか。

事業主様から被保険者の方に対して、文書または口頭によりご確認をお願いいたします。
文書により確認する場合、協会けんぽホームページに掲載している「健康保険被扶養者
資格再確認調査票」をご活用ください。

今回お届けしたリストの確認区分には、自治体へのマイナンバー情報照会により得た
結果を記載しているにすぎないため、以前に訂正いただいた確認区分が反映されて
いるものではありません。確認区分が相違している場合は、大変お手数ですが、今年
度においても訂正いただきますようお願いいたします。

被扶養者と認められるには、主として被保険者の収入によって生活が成り立っている
ことが必要です。同居の場合と異なり、別居の場合は被保険者と被扶養者の生計が
同一ではないため、被扶養者の生活が主に被保険者の収入（仕送り）によって成り立っ
ていることを確認する必要があります。仕送りをしていない、被扶養者本人の収入より
も仕送り額が少ないなどの場合は、主として被保険者の収入によって被扶養者の生活
が成り立っているとはいえないため、被扶養者として認められないことになります。

※年間の課税収入額は、給与収入額・雑所得額・事業所得額・営業等所得額・
農業所得額・特例肉用牛所得額・不動産所得額・利子所得額・配当所得額・
公的年金（老齢年金）等収入額を合算した金額です。
上記金額に、遺族年金、障害年金、失業給付、傷病手当金、出産手当金等の非課税の収
入額は含まれていませんが、それらの収入についても被扶養者の収入には含まれます。

次に該当する場合は、今回の確認とは別に日本年金機構（事務センター）へお手続きが必要です。
①海外特例に該当するため、被扶養者のままとなるが、日本年金機構へ海外特例要件
　の届出を行っていない場合
⇒健康保険被扶養者（異動）届の海外特例要件のお手続き

②海外特例に該当せず、扶養解除となる方が配偶者（国民年金第３号被保険者）である場合
⇒国民年金第３号被保険者関係届の資格喪失のお手続き
※詳しくは、日本年金機構へお問い合わせください。

「配偶者、子、孫、父、母、祖父、祖母、曾祖父、曾祖母、兄弟姉妹」以外の続柄を「その
他」と記載しています。

被扶養者の資格確認は毎年度行うこととしているため、昨年度、海外特例に該当する
ことを確認した場合であっても、改めて確認書類の提出をお願いいたします。

協会けんぽでは、氏名や続柄等を訂正することはできません。お手数ですが、氏名等の
訂正については、事業所管轄の日本年金機構（事務センター）へお手続きをお願いいた
します。

被扶養者調書兼異動届を提出した場合（扶養解除となる場合）を除き、結果通知は送
付しませんので、ご了承ください。なお、被扶養者状況リストの２枚目は事業主さまの
控えとなりますので、提出せずに保管をお願いいたします。

※世帯分離等で世帯が異なる場合、実態が同居であっても「別居」として
判定されます。「同居」に訂正し、「同居」区分の確認・提出を行ってください。

本人配偶者

子

父母
兄弟姉妹兄弟姉妹

祖父母

曾祖父母

孫

曾孫

配偶者子

孫

曾孫

配偶者

配偶者

甥姪

伯叔父母

配偶者

甥姪

義父母

祖父母

曾祖父母

配偶者

伯叔父母 配偶者

仕送りの確認書類として預金通帳の写し等を提出する場合、仕送りと関係のない箇所
についてはマスキング（黒く塗りつぶす等）してください。

被扶養者状況の変更の有無に
かかわらず毎年ご提出いただく

必要があります。

2

5 記入済みの被扶養者状況リスト（協会提出用）と
各提出書類を返信用封筒に入れて郵送します。
※被扶養者状況リストの２枚目の複写は事業主さまの控えとなります。返送しないようご注意ください。

提出期限

※記載されている確認区分が現況と相違する場合は二重線で抹消して、
正しい確認区分をご記入ください。

2
確認の結果、認定要件を満たしている方は、
「変更なし」欄にチェックします。
確認区分が「判定不能」の場合で確認の結果「変更なし」欄にチェックするときは

被扶養者が「被保険者と別居している」または
「海外に在住している」場合は、追加でチェックしてください。

同居
（解除理由）

3

3

3

確認不要と
記載のある方、
リストに記載の
ない方は
確認・記入不要
です。

1 まず確認区分に
誤りがないことを確認します。

認定要件の確認と提出書類

確認区分について

P.3（右面）をご覧ください

認定要件の確認と提出書類

P.4～7（中面）をご覧ください

被扶養者一人ひとりについて、
区分に応じた認定要件を満たしているか
確認のうえ、提出書類を用意します。　　　　　

リスト確認

要件確認

「被扶養者状況リスト」をご確認いただき
下記の流れで確認・記入・提出をお願いします。

確認の流れ

3

本リーフレットとともにお送りしている主なもの

被扶養者状況リスト 被扶養者現況申立書

事業主・加入者の皆さまへ

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

被扶養者資格の
再確認とご提出のお願い

提出期限：令和6年11月29日（金）必着

各提出書類は、変更・異動の有無にかかわらず毎年ご提出ください。

受付時間 月～金曜日
8：30～17：15 ※土・日・祝日・年末年始

 （12月29日から1月3日）は除く

被扶養者状況リスト等の
記入方法について

専用ダイヤル（令和7年2月28日まで）

お問い合わせ

協会提出用 事業主控（複写）
（解除用）

被扶養者調書兼異動届 返信用封筒

ご協力ありがとうございました

令和5年度実施により
扶養解除となった人数

約7.1万人
（令和6年3月31日時点）

変更状況に関わらず

必ず提出
（毎年提出）

被扶養者資格を
解除する場合

提出
提出
しない ※各種書類の

　添付が必要です

P.4～7

4 事業主欄に記入します。
※被扶養者状況リストが複数枚ある場合、
　２枚目以降の事業主欄は記入不要です。

令和6年９月14日時点

※チェックボックスは、確認区分が「判定不能」の方にのみ印字しています。

※画像はイメージです。

3 認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

認定要件を満たさなかった方は、
「解除となる」欄の該当する欄に
チェックします。

提出

記入

記入

記入

0011

保険給付の適正化と無資格受診の防止を図るために、協会けんぽでは、健康保険の被

扶養者になっている方の資格確認（被扶養者資格の再確認）を毎年度実施しています。

これは、健康保険法施行規則第50条および厚生労働省の通知に基づき実施するもの

ですが、皆さまの保険料額の算出にもつながる大変重要な確認となります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

0570-054-408

資格確認の対象となるのは令和6年９月１4日時点の被扶養者の方です。ただし、下記の①、②に該当する方を除きます。
①令和6年４月１日時点において１８歳未満の方 ②令和6年４月１日以降に被扶養者となった方
※上記①、②に該当する方についても、被扶養者状況リストに印字されていますが、再確認の必要はありません。（備考欄に「確認不要」と表示しています。）

令和6年
11月29日（金）

必着

※被扶養者異動届の決定通知書がお急ぎで必要な場合、「被扶養
者調書兼異動届」を添付せず健康保険被扶養者（異動）届を日本
年金機構へ届け出てください。
※解除となる場合は、備考欄に解除理由を以下の数字でご記入ください。
　①死亡　②離婚　③就職　④収入増加
　⑤75歳到達　⑥障害認定　⑦その他

料金受取人払郵便

銀座局承認

事業所
住　所

事業所
名　称

〒

都道
府県

1 1 9 0 1 7 3

0012

差出有効期間
2025年12月
31日まで
（切手不要）

必ず令和 6年
11月29日までに
ご提出ください。
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被扶養者状況リスト等は令和 6年 11月 29日まで
にご提出ください。

8162

●こちらの申立書は、以下のいずれかに該当する場合に記入・提出が必要です。
（昨年度ご提出いただいている場合でも、今年度においても以下のいずれかに該当する場合は、記入・提出が必要です。）

【 被 扶 養 者 現 況 申 立 書 】☞この用紙はコピーしてご使用いただけます。
0005

●該当被扶養者１名につき１枚の記入・提出が必要です。

以下は被扶養者が「海外に在住している」場合のみ記入してください

※１ 仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類は、学生の場合は添付を省略できます（下記の仕送り状況等の記載は必要）。
上記「２.被扶養者（家族）」の職業欄にその旨をご記入ください。　例）大学●年生、専門学校●年生

※２ 詳しくはリーフレットをご覧ください。

１.被保険者（本人）

２.被扶養者（家族）

３.被扶養者（家族）の現況 　

４.海外特例要件該当の理由

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

被保険者証の記号

被扶養者の収入の額（年額）

被扶養者の
居住地 国内 海外

仕送り
状況

仕送り
方法

仕送り
頻度

1回あたりの
仕送り額 約 円 続柄 収入 収入>仕送 記載不備等

協会けんぽ使用欄
適正

居住国名

送金 ・ その他（　　　 ）

１．老齢年金
２．障害年金
３．遺族年金

円 毎月　・　年　　　回

被保険者との
居住状況 同居 別居

公的年金の種類

年 齢 職　業（学生の場合は学年）被保険者との続柄生 年 月 日

日

円

月年

昭和
平成
令和

被保険者証の番号

記入必須箇所この申立書を記入・提出いただく必要があるケース
①被扶養者が被保険者と「別居」している場合
②海外に在住している場合
③確認区分が「要同居」と判定されているが、実態としては被保険者と同居している場合（裏面参照）
④確認区分が「収入超過」と判定されているが、扶養を継続する場合（裏面参照）

１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況・４.海外特例要件該当の理由
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　
１.被保険者（本人）・２.被扶養者（家族）・３.被扶養者（家族）の現況 　

申立書≠確認書類
添付なし

判定不能 その他（　　　　　　　）

いずれかを
〇で囲んで
ください

いずれかを
〇で囲んで
ください

１．留学

４．海外婚姻等

添付する証明書類が外国語で作成されている場合は、翻訳者の署名がされた日本語の翻訳文も添付してください

５．その他※3（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　

２．同行家族 3．特定活動 いずれかに〇をしてください。
※3「5. その他」の場合は理由も記入

（１） 居住している国を記載してください。

（２） 被扶養者（家族）の居住状況について記載してください。

（２）

（３） 別居の場合、仕送りの状況を記載してください。併せて、仕送りの事実と仕送り額の確認できる書類 ※1（金融
機関発行の振込依頼書または振込先の通帳の写し等）を添付してください。

（１） 被扶養者（家族）の現在の収入を記載してください。また、被扶養者（家族）の収入に公的年金の収入が含まれる場合は、受給中の年金の種類を〇で囲んでください。

海外特例要件の該当理由を次の１～５から１つ選び〇で囲んでください。あわせて、海外特例要件該当が確認
できる書類※2を添付してください。

年
額

確認区分が
「別居」「要同居」「海外在住」「収入超過」で

（毎年提出）

被扶養者資格を
継続する場合

必ず提出

5
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